
詳細は裏面をご覧下さい

人事・ダイバーシティ推進ご担当者対象課題解決のヒントが
満載！

2022 ダイバーシティ推進関係
デモセミナーご案内 無料

当財団が提供している人気の研修を人材育成、ダイバーシティ推進のご担当者にご体験いただきます。他社の参
加者とも情報交換でき、毎回大好評のデモセミナーです。セミナー終了後に、ご希望の方には、オンライン個別相談
（要予約）も受け付けます。

参加費

定 員

参加費

企業・団体等の人事、ダイバーシティ推進のご担当者 等

30名（1社１名様まで）

無料

参加形式 オンライン形式(Web会議システムZoomを使用）

※同業他社からのご参加はお断りしておりますので、ご了承ください。
対 象

女性のためのリーダーシップ研修
13:30～15:30 

女性社員
向け 4月20日（水）

仕事と介護の両立研修
13:30～15:00

全社員
向け 7月27日（水）

時間制約社員のマネジメント研修
管理職
向け

13:30～15:306月16日（木）/ 9月8日（木）

仕事と育児の両立研修
13:30～15:00

両立社員
向け 5月13日（金）

※２日とも同じ内容です

アンコンシャス・バイアス研修
全社員
向け

※２日とも同じ内容です

13:30～15:305月26日（木）/ 8月26日（金）



4月からいわゆる男性育休が義務化され、時間制約社員の活躍できる職場づくりは企業の喫緊の課題です。キーパーソン
はなんといっても管理職です。時間制約社員に対して上手に仕事の付与をし、モチベーションを下げさせることなく育成するこ
とが重要です。さらに時間制約社員以外の社員が不満を持つことなく、公平で、安心安全な場付加価値高いチーム作りが
求められます。今最も注目される「時間制約社員がいる職場のマネジメント」を学ぶ研修です。
【当日の主な内容】
現状と社会の変化、時間制約社員がいる職場の課題、時間制約社員の育成、時間制約社員がいる職場のマネジメント
を学ぶ等 から抜粋

〔お問合せ先〕

事業推進部 E-Mail：jigyo＠jiwe.or.jp

お申込み方法

21世紀職業財団ホームページからお申込みください⇒https://www.jiwe.or.jp

【注意事項】 ■ご参加にあたっては、①～④をご準備ください。
①インターネット環境 ②Web会議システム（Zoom）をインストールしたパソコン
③Webカメラ（パソコン内蔵のものでも可） ④マイク（パソコンに内蔵されているもので可）
■プログラムには、グループディスカッション等、みなさまにご参加いただく内容を含んでいます。
視聴のみのご参加はお断りしております。

■オンライン研修の品質向上のため、セミナーの様子を録音・録画させていただきます。

人事・ダイバーシティ推進責任者向けデモセミナー
各プログラム内容

女性管理職を増やすための取組みに着手されている企業も多いと思いますが、無理に数合わせをすることは職場にとっても、
登用された女性社員にとっても、幸福なこととは言えません。まずは管理職予備軍とも言える層を厚くして、その層に「リーダー」
になることの面白さを伝えることが大切です。管理職一歩手前の層を集め、悩みや不安を共有しつつ、リーダーシップの多様
性を理解することで、女性社員のモチベーションアップを図ります。
【当日の主な内容】
私たちを取り巻く環境変化、リーダーシップとは、コーチアップと巻き込み力について学ぶ から抜粋

介護はある日突然始まります。介護に直面したときに具体的にどうしたらいいのか、仕事との両立ができるのか、不安に思って
いる方が多いことも事実ではないでしょうか？
基本的な介護に関する知識を習得するとともに、仕事との両立のための考え方を学ぶことで、介護に対する漠然とした不安
を解消し、早めに備えることを目的とした研修です。
【当日の主な内容】
高齢化が高まる日本の現状、介護について知る、仕事と介護の両立のために から抜粋

無意識の偏見と呼ばれているアンコンシャス・バイアス。誰もが持っているものですが、職場のダイバーシティ推進の弊害になる
とも言われています。本研修では、アンコンシャスバイアスの存在に気づき、その影響や抑制方法などを知ることで、多様な人
材が活躍する職場を目指します。
【当日の主な内容】
アンコンシャス・バイアスとは何か、アンコンシャスバイアスの影響を知る、アンコンシャスバイアスの抑制のためにから抜粋

育児をしながら働く社員を対象とした研修です。 将来のキャリア形成を意識した仕事と家庭の両立の仕方や、時間制約の
ある働き方のコツを知ることで、両立の不安を軽減し、生き生きと働く意欲を高めることを目指します。
【当日の主な内容】
私たちを取り巻く環境変化. 両立社員のキャリア形成、両立社員の壁、仕事と育児の両立を考える、 働きがいをもって生き
生きと働くために から抜粋
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